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１９世紀、フランスと琉球の関係 

1758年 イエズス会宣教師アントワーヌ・ゴービル、「シナ人が琉球諸島と呼ぶ諸島についての覚書」を発表。 

1787年 探検家ラペルーズ、与那国島に滞在、琉球に関する記述。 

    ~ フランス革命戦争、ナポレオン戦争、アルジェリア征服などで、極東における仏海軍の存在は皆無。この間、
英海軍来航、宣教師派遣など。 

1832年 ユリウス・クラプロート、林子平の「三国通覧図説」とその地図のフランス語訳を出版。 

1841年 フランソワ・ギゾー外相、極東政策開始、ジャン-バティスト・セシーユ提督の沖縄遠征準備。 

1844年4月 セシーユ提督、フォルニエ-デュプラン船長を那覇に派遣し通商友好条約締結の要望を通達、宣教師フォ
ルカード居留。 

1846年5月 二コラ-フランソワ・ゲラン船長、座喜味親方盛普（向永保）と会見、宣教師ルテュリュデュ、アドネ居留。 

1846年6月~7月 セシーユ提督、古謝安司（尚廷柱）と運天港での通商友好条約交渉。 

1848年8月 フランス艦隊、沖縄から撤去、ルテュリュデュ沖縄を離れる。 

1854年7月 ペリー提督、琉米条約締結。 

1855年2月  宣教師が再び沖縄に居留、ジラール、メルメ、フュレ。 

1855年11月  ゲラン提督、琉仏条約締結。宣教師ムニクー、プティジャン来琉。 

1858年 島津斉彬、宣教師を介してフランスから戦艦購入を計画。 

1862年10月  宣教師フュレとプティジャン、沖縄を離れる。 

1863年 宣教師フュレとプティジャン、横浜、そして長崎に居留。 

1867年 パリ万国博覧会に、幕府使節団、薩摩使節団派遣。 

1872年 琉球藩設置 （第一次琉球処分）。 

1878年11月  琉球使節団、フランス代理公使に王府存続の懇願書提出。 

1879年 琉球藩を廃し沖縄県を設置 （第二次琉球処分）。 
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海軍史料（１） セシーユ (Jean-Baptiste Cécille) 提督の沖縄遠征関係 
 

海軍アーカイブ BB/4/637 
 
 

o 運天交渉の際、セシーユ提督と琉球王府の総理官・古謝安司 （尚廷柱） との間で交わされた書簡 

 

  セシーユ「首里の総理官・尚廷柱閣下への書簡」 （1846年6月20日） 

     

 → 古謝「セシーユ提督への第一の書簡」の翻訳 （1846年7月5日） 

 

 → セシーユ「首里の総理官・尚廷柱閣下への書簡」 （1846年7月10日） 

 

 → 古謝「セシーユ提督へ第二の書簡」の翻訳 （1846年7月14日） 

 

 → セシーユ「首里の総理官・尚廷柱閣下への書簡」 （1846年9月6日） 

 

 

o セシーユが海軍大臣に送った報告書、長崎の知事への書簡 （1846年7月30日） 、後継者ラピエール指揮
官への手紙 （1847年2月23日） 

 

o フランス人将校によって作成された那覇港、運天港の地図、水路測量調査報告書 （1846年10月5日） 

 

 

 

 



ピエール･シューによって描かれた運天交渉時の水彩画 （バルト海軍准将夫人所蔵） 

「琉球の船」 

「護衛隊」 （見張り小屋？）  



運天（メルヴィル）港 

「古謝安司」 

 
「古謝の従者」 

 



サビーヌ号（ゲラン船長）のフランス人将校、ド・ラ・ロッシュ-ポンシエ 
らによって作成された運天港地図（1846年6月） 



那覇港沖の地図（1846年5月） 

 



琉球諸島地図 （1846年7月） 



 
 

海軍史料（２） ゲラン (Nicolas-François Guerin) 提督の琉仏条約関係 
  

海軍アーカイブ BB/4/735 
 
 

o フランス語と中国語で書かれた琉仏条約（Convention entre la France et les Iles Lieou-Kieou）の原本
（1855年11月24日） 

  

 琉球王国代表 総理大臣・尚景保（本部按司朝章） 

   布政大夫・馬良才（棚原親方朝矩）  

   布政大夫・翁徳裕（野村親方朝宜） 

 

o ゲランが海軍大臣に送った報告書 

 

 

 







琉球王国の朱印とゲラン提督のサイン 



 
 

宣教史料（１）   

 

パリ外国宣教会アーカイブ vol. 184   
 
 

 

o 1846年の運天交渉の際、琉球王府からフランス側へ渡された漢文書簡３通の原本 

 

 第15号 「首里の王府代表からゲラン船長への書簡」 （1846年5月27日） 

 第20号 「古謝安司からセシーユ提督への第一の書簡」 （1846年7月5日） 

 第21号 「古謝安司からセシーユ提督への第二の書簡」 （1846年7月14日） 

 

o 1844年のフォルニエ-デュプラン船長と、1846年のゲラン船長の、セシーユ提督に宛てた報告書のコピー  

 



３通の書簡の封筒（タテ約３０cm X ヨコ約１５cm）  
 



ゲラン船長に宛てた座喜味親方盛普（向永保）の手紙（1846年5月27日） 



ゲラン船長に宛てた座喜味親方盛普（向永保）の手紙（1846年5月27日） 



セシーユ提督に宛てた古謝安司（尚廷柱）の第一の書簡（1846年6月20日） 



セシーユ提督に宛てた古謝安司（尚廷柱）の第一の書簡（1846年6月20日） 



セシーユ提督に宛てた古謝安司（尚廷柱）の第二の書簡（1846年7月14日） 



セシーユ提督に宛てた古謝安司（尚廷柱）の第二の書簡（1846年7月14日） 



 
 

宣教史料（２）   

 

パリ外国宣教会アーカイブ vol. 568, vol. 569   
 
 

 

o 沖縄に滞在した８人の宣教師の手紙や日記 

  フォルカード、ルテュリュデュ、アドネ （1844年-1848年） 

  ジラール、メルメ、フュレ、ムニクー、プティジャン （1855年-1862年） 

 

o 沖縄の宗教、言語、社会を論じたルテュリュデュの報告書のコピー （1849年） 

 

o 沖縄に滞在する宣教師の仲介で島津斉彬がフランスから戦艦を購入する計画に関する内容のフュレの
手紙 （1858年） 

 

 

 

 



フォルカードの日記 （vol. 568）   



http://archives.mepasie.org/ 

http://archives.mepasie.org/


 
 

外交史料  
 

外務省アーカイブ 
 
 
 
 

 

o フォルカード神父の沖縄派遣に対する中国の反応について （1844年）（ナント） 

 

o 琉仏条約についての外務省の評価（条約は批准されなかった） （1855年） 

 

o パリ万国博覧会における、薩摩藩と幕府との競合に関して、薩摩使節団がその団長に琉球王の称号を
与えたこと （1867年） 

 

o 最後の２人の宣教師を連れ戻すため、マソ船長を沖縄に派遣した際の報告 （1862年） 

 

o 台湾での琉球漁師殺害 （1871年）、日本への琉球王国併合を中国は認めないこと（1872年）、74年の台
湾出兵 （1874年） 

 

o 琉球使節団によってフランス代理公使ジョフロワに提出された、王府の存続を求める懇願書 （1878年） 

 

o 日中間の交渉とグラント調停について （1880年） 

 



フランス代理公使ジョフロワに提出された 
琉球使節の懇願書の翻訳（1878年11月27日） 

琉球王国の三司官 
富川親方盛奎（毛鳳来） 
与那原親方良傑（馬兼才） 



 
 
 

フランス国立図書館 地図部門・東洋写本部門所蔵資料 
 
 
  

o ゴービルの「シナ人が琉球諸島と呼ぶ諸島についての覚書」に添付された琉球諸島地図 （1751年）  

 

o ゴービルによって描かれた琉球諸島地図 （1751年） gallica 

 

o ゴービルの地図をもとにビュアシュによって複写された琉球諸島地図 （1754年） gallica 

 

o 「琉球三省ならびに三十六嶋之図」を含む「三国通覧図説」林子平 （1785年） gallica 

 

o 「三国通覧図説」のクラプロートによる翻訳 （1832年） 

 

o サビーヌ号のフランス人将校によって描かれた那覇港と運天港の地図 （1846年） 

 

o 「四十二国人物図説」西川如見 （1720年） 琉球人の図を含む 

 

o 「使琉球記」 gallica 

 

o 「琉球国志略」 

 

o 「職貢図」 

 

 

 

 

 

 

電子図書館ガリカ http://gallica.bnf.fr/ 

http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b8494431q.r=gaubil.langFR
http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b84693528.r=buache+lieou+lieou.langFR
http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b55000388q.r=hayashi.langFR
http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b90061312.r=%E4%BD%BF%E7%90%89%E7%90%83%E8%A8%98.langFR
http://gallica.bnf.fr/
http://gallica.bnf.fr/
http://gallica.bnf.fr/


「シナ人が琉球諸島と呼ぶ諸島についての覚書」に添付された琉球諸島地図 



ゴービルによる琉球諸島地図 gallica 

http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b8494431q.r=gaubil.langFR


ゴービルの地図をもとにビュアシュらによって 
複写された琉球諸島地図（1754年）gallica 

http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b84693528.r=buache+lieou+lieou.langFR


「琉球三省ならびに三十六嶋之図」林子平（1785年）gallica 

http://gallica.bnf.fr/ark:/12148/btv1b55000388q.r=hayashi.langFR


「四十二国人物図説」西川如見（1720年） 



「職貢図」に描かれた琉球人 

 



その他 
 

 

o ギメ美術館 

   - 巻物「琉球楽人の図」江戸上り （1820年）  

 

o ケ・ブランリ博物館 （人類博物館旧蔵） 

   - 沖縄陶器、芭蕉布など 

 http://www.quaibranly.fr/ 

 

o 1867年パリ万国博覧会カタログ 

 

o トロワ市公文書館 

   - フォルニエ-デュプランの報告書、手記、デッサン （1844年）  

 

o 琉球・沖縄関係コレクション 

   - BULAC  東洋語図書館旧蔵文献、現代資料 

   - EHESS日本研究所 「琉球王国評定書文書」「鹿児島県史」「沖縄県史」「大日本維新史料」「歴代宝案」などの
  歴史資料、及び現代資料 

 - Collège de France   日本学高等研究所 シャルル・アグノエルのフィールド・ノート  

 

  

http://www.quaibranly.fr/
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